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これまでの授業を振り返って 

 今日で7月までの授業が終わりました。振り返ってどうだったでしょうか。 

授業時の心得である「霞城スタンダード」を守っていますか。ほとんどの人は授業を受ける準備をきちんとして、授業に臨んで

いると思います。ただ、本当に少数の人なのですが遅刻や入校許可証を借りにくる人がいます。もう一度、自分の行動を見直す

こと、改善すべき点を確認し夏季休業後の授業に臨みましょう。 

 また、授業の出席状況はどうですか。欠席・遅刻は大丈夫ですか。多く休んでしまった人、遅刻ばかりしている人は要注意です。

それは、前期期末考査が終わったら、その後の授業日は後期扱いになります。つまり、後期の授業日数の方が前期より多くなる

ということです。特に冬になると風邪や体調不良が多くなります。まだまだ気を抜く事はできません。体調管理にも気をつけてく

ださい。 

 

夏季休業が始まります 

いよいよ、１か月近い夏季休業が始まろうとしています。１年間の中で、これだけ長く自

由に過ごせる期間は他にありません。卒業年次生は、進学・就職に向けて準備する重要

な時期です。１、２年次生も、模擬試験に向けた実践的な学習や読書、部活動での技術の

向上や全国大会参加など、今までできなかったことに挑戦するチャンスです。 

自分の成長が実感できるよう、計画的に過ごしましょう。 

 

 

前期期末考査の準備 

 そして、夏季休業後のことも確認しましょう。夏季休業が終わると１週間後には前期期末考査があります。各教科によりますが、

霞城学園高校では、夏期休業中の課題や課題テストはありません。しかし、その代わりすぐ考査になります。テスト毎の提出物の

完成させることや前期期末考査に向けた勉強をすることは自ずと夏季休業中に必要になってきます。くれぐれも課題がないこと

で勉強しなくてもいいと勘違いしないようにしてください。 

登校日数 

72 / 194 



「遅刻届」について確認！ 

 「遅刻届」について確認です。遅刻のルールについては、教室を空ける時間(遅刻・退室・早退)が１５分未満であれば遅刻扱

いとなります。１５分以上は欠席の扱いになります。ご注意ください。そして、遅刻の場合は、職員室に来て遅刻カードを記入し、入

校許可証をして、教頭先生からハンコをもらい、１５分未満のうちに教室に入らなければなりません。ハンコをもらった時間では

ありません。また、１５分以上過ぎても授業を受けることは可能ですが、欠席扱いとして教科の先生は扱います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

<保護者の方々へ> 

教務旬報は、ホームページでもご覧いただくことができます。バックナンバーなどもご覧いただけます。 

アクセスは以下のアドレスまたはQRコードへ 

http://www.kajogakuen-h.ed.jp/htdocs/定時制の課程/生徒・保護者の方へ/ 

もしくは、「霞城学園高校」で検索をお願いします。 

総合的な探究の時間 1年次 ライフスキル 振り返りより  

全 4 回の探究の時間を通して感じたことは、いつもの質問のやり方にひと手間加えるだけ

で話の広がり方が全く違うので、会話が続きやすいし楽しいということです。ほぼ話したこ

とのないはじめましての状態からスタートしたﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞだったけれど、回を重ねる

ごとに日に日にクラスの仲が良くなるのも感じられてすごくよかった。 

 

この活動をするまで、人と話すのが苦手だったけれど、この活動を通して人と話しているうち

に話すのが楽しくなって、うれしかった。自分の考えを言うことが苦手だったけど、自分の考

えを言わなきゃ、人に伝わらないと言われて、伝えられるようになった。 

今まで意識していなかったものも、活動を通して考え、意識しようと思えるきっかけになった

と思います。話すことも重要だけど、話を聞いて本質を聞き出したり、要点をまとめたりする

ことがファシリテーターとして大事だなと思いました。 

 

総合の時間を通して、いろいろなことを感じ、知ることができたと思います。例えば、相手の

ことを考えて話すのはいいが、自分のことを大切にしながらすることも大切だなと思います。

いろんな人とコミュニケーションを取るのはとても大切だなと感じました。 

 

質問の技カードがとても便利だと思いました。ｵｰﾌﾟﾝｸｴｽﾁｮﾝを使うと会話がスムーズに進む

し、深いところまで行けると思った。普段の生活でも会話のキャッチボールをスムーズに行

えるように、今回学んだ会話のキャッチボールを活用したいと思った。とても勉強になること

が多かった。 

 

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞを使って、感じたことや考えたことを表現することが、最初のときと比べて

上手になったと思う。ファシリテーターは何回やってもこれで会っているのか不安になってし

まう。 

 

みんなとたくさん話して、グループも変わったから、あまり話していない人ともっと仲良くでき

て、コミュニケーションの練習もできて、友達をたくさん作りました。みんなと話すのは楽しか

ったです。 


